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・電話帳データ(例：タウンページ, テレポイントデータ等)
・携帯GPSデータ（例：モバイル統計 等）
・デジタル地図データ(例：住宅地図（ZmapTOWNⅡ） 等）
・Webデータ、SNSデータ（例：Facebook, Twitter等）

など空間的に高精細・最小単位（非集計）の時空間データ（マイ
クロジオデータ）の取得・普及および研究方法の共有を行ってい
ます。

特に近年では大容量のマイクロジオデータ、いわゆる「ビッグ
データ」や、スマートフォン、ダブレットを用いた「クラウド
ソーシング」に関連した内容にも取り組んでいます。

産学官の研究者・データ保有者・データ利用者でマイクロジオ
データ（MGD）の利活用方法・開発・普及に関するアイディアを
持ち寄り共有する場として2011年8月に発足しました。

マイクロジオデータ研究会
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第8回マイクロジオデータ研究会



これまでの活動～MGDの認知向上～

第1回MGD研究会
（2011/08/04 東京大学本郷キャンパス）
・参加者数：約30名（官学が中心）
・マイクロジオデータの現状と今後の活動
について議論。

第2回MGD研究会～マイクロジオデータの普及と利活用～

（2011/10/15 鹿児島大学郡元キャンパス）
・参加者数：約80名（官学が中心）
・GIS学会内の特別セッションとして開催
・MGDの紹介とともに、MGDを用いた
研究・業務等の講演。

第3回MGD研究会
（2012/02/03 東京大学駒場Ⅱキャンパス）
・参加者数：約60名（産学が中心）
・MGDの共有体制について議論。
・民間企業を中心にMGDを用いた
研究・業務の講演。

第1回研究会の様子

第3回研究会の様子 4



第4回MGD研究会
～マイクロジオデータの普及と都市・地域分析での利活用～

（2012/10/13 広島修道大学）
・参加者数：約90名（官学が中心）
・GIS学会内の特別セッションとして開催
・地方自治体におけるMGD活用シーンの開拓
と課題に関する講演・議論。

第5回MGD研究会
～インターネットを活用したマイクロジオデータの取得・活用～
（2013/3/7 東京大学本郷キャンパス）
・参加者数：約120名（産学が中心）
・ウェブから取得できる様々なデータの取得と
その活用方法についての講演。

第4回研究会の様子

第5回研究会の様子 5

これまでの活動～MGDの認知向上～



第6回MGD研究会
～震災ビッグデータとこれからの震災対応～

（2014/03/19 東京大学駒場Ⅱキャンパス）
・参加者数：約170名（産学が中心）
・NHKスペシャル「震災ビッグデータfile3」への
東大の取材協力をきっかけに企画。
・様々なMGDから明らかになった東日本大震災
の影響、今後起こりうる大規模地震への備え、報
道のあり方、MGD活用のための人材育成など、
震災対応を軸に様々な議論がなされた。 第6回研究会の様子

これまでの活動
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これまでの活動～MGDの認知向上～

第7回MGD研究会
～クラウドソーシングで実現する新しい
マイクロジオデータ～

（2014/11/08 中部大学春日井キャンパス）
・参加者数：約100名（産学が中心）
・スマートフォンやタブレットなどの携帯端末の
普及に伴い可能になりつつある、クラウドソーシ
ングによるマイクロジオデータの収集と開発の現
状と、その課題について議論がなされた。 第7回研究会の様子



マイクロジオデータ研究会 参加者数の経緯（概算）
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東京大学空間情報科学研究センター（CSIS）の共同研究利用
システム（JoRAS）内に「マイクロジオデータシリーズ」を新設
し、研究目的でのMGD利用環境の整備を進めている。
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これまでの活動～MGD利用環境の整備～



時系列的なMGDを可視化・分析するためのGIS “Mobmap”
Google chrome上で動くGISアプリ。東大MGDチームの研究員（上山氏）が開発。

http://shiba.iis.u-tokyo.ac.jp/member/ueyama/mm/ 9

これまでの活動～MGDの可視化・分析の支援に向けて～



MGDユーザーを拡大するためにMGD講習会を開催。
GIS学会内のハンズオン、FOSS4G Tokyo、FOSS4G Hokkaidoなどで開催。

これまでの活動～MGDユーザーの拡大～

10



国際的なMGD研究拡大への模索を開始
足がかりとして今年から韓国国土研究院（KRIHS）との国際共同研究に向けた

具体的な研究協力体制の構築準備に着手（地方創生・少子高齢化対策など）。

これまでの活動～国際展開～
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第8回マイクロジオデータ研究会



国際的なMGD研究拡大への模索を開始
2015/9/14からソウルで開催されたFOSS4Gにてマイクロジオデータに関連した

ハンズオンセッション（Mobmap）を開催。

これまでの活動～国際展開～
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第8回マイクロジオデータ研究会

日韓国際マイクロジオデータ研究会（仮）の開催も検討中



マイクロジオデータを用いた研究の広がり

MGDを用いた研究論文
（研究会メンバーによる発表： 研究会発足～2015年10月発表分）
・査読付論文：24編（国際16編・国内5編・3編審査中）

うち1編受賞（ ISPRS奨励賞（日本写真測量学会） ）

・査読無論文：70編以上
うち7編受賞（大会優秀発表賞（地理情報システム学会） など）

関連業界紙等への掲載（研究会発足～2015年10月発表分）
・ネクストパブリッシング「GIS NEXT」：21編
・雑誌「地域開発」、「人と国土21」、「月刊ニューメディア」など
・NHK出版「震災ビッグデータ―可視化された〈3・11の真実〉〈復興の鍵〉〈次世代防災〉」

・明石書店「レジリエンスと地域創生」
・新潮社「人口蒸発『5000万人国家』日本の衝撃」 など

マスコミ（テレビ・ラジオ）
・NHKスペシャル「震災ビッグデータfile3」（2014/03/02放送）

＞時間別共助力（地域別救助期待人数）・建物データ（倒壊率推定結果）が紹介される。
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その他、MGDに関連した数多くの講演（招待講演・海外講演含む）を実施。



「マイクロジオデータ」「MGD研究会」のアウトリーチのフェーズから、
MGDを活用した研究の推進・成果の獲得、
さらに具体的な課題への適用と国際展開のフェーズへ。

共同研究

アウトリーチ活動

平成23年

第1回研究会
（2011/08/04）

約30名参加

第2回研究会
（2011/10/15）

約80名参加

第3回研究会
（2012/02/02）

約60名参加

第4回研究会
（2012/10/13）

約90名参加

第5回研究会
（2013/03/07）

約120名参加

第6回研究会
（2013/10/27）
→台風により中止

MGD利用環境整備

今後の活動

第6回研究会
（2014/03/19）

約200名参加

平成24年 平成25年 平成26年

MGD講習会
（第１回）

MGD講習会
（第２回）
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MGD講習会
（第３回）

第8回マイクロジオデータ研究会

第7研究会
（2014/11/08）

約100名参加

第8研究会
（2015/10/11）

@東京

MGD講習会
（海外）

平成27年～

国際展開



具体的課題への適用に向けて
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第8回マイクロジオデータ研究会

MGD研究会運営委員長

国土交通省国土交通政策研究所（国政研）
に出向中。

中央合同庁舎2号館
（霞ヶ関）のこの辺
（15F）にあります。

国政研とは国土交通省におけるシンクタンク。同省が所管する社会資本整備、
交通政策等に関する研究機関。

政策研究 × マイクロジオデータ ＝ 課題解決型の研究へ



具体的課題への適用に向けて
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第8回マイクロジオデータ研究会

今回の研究会は国政研も共催。ということで・・・
国政研で今取り組んでいるMGD活用研究の１つを紹介

空き家の分布状況の把握方法と
空き家の分布メカニズムに関する調査・研究 近年課題となっている

空き家問題に対して、
空き家の分布状況を簡
易的に推定・把握する
方法と、その結果から
空き家が分布するメカ
ニズムを解明しようと
する研究。

国・地方自治体にい
ても、地理空間情報
を具体的な課題解決
に活用しようという
動きが本格的に始
まっている。



政府による地理空間情報の活用方針

17http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/sokuitiri/yosan/h26_gsuishin.pdf



政府による地理空間情報の活用方針

18http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/sokuitiri/yosan/h26_gsuishin.pdf

ほぼ全ての事業内容が
マイクロジオデータに関連

2020年オリンピック開催に向けて
地理空間情報関連の事業が次々と始動・発展・加速！

国・地方自治体の動きに合わせて
民間企業でも地理空間情報関連の取り組みが活発化！

産官が次々と動き出す中、
地理空間情報に関わる研究者として

今、何が出来るか？何をするべきか？



今回のテーマ 第8回マイクロジオデータ研究会

「国・地方自治体による
マイクロジオデータ利活用の最前線」
＜前半：講演＞
①「官学連携」による新しいMGD整備と利活用

茨城県水戸市＋ MGD研究会（東大）

②「産官連携」による新しいMGD 整備と利活用
グローバル・サーベイ株式会社＋ＳＣＳＫ株式会社

③「産官学連携」による新しいMGD 整備と利活用
東京大学＋株式会社帝国データバンク
＋内閣府まち・ひと・しごと創生本部

④前半総括
国土交通省国土政策局国土情報課

＜後半：パネルディスカッション＞
＜名刺交換会＞


